
評価基準 

評価項目 評価内容 採点 

全体評価 

提案内容の的確性 
仕様書を的確に踏まえ、明確かつ具体的に提案されているか。 ５点 

１０点 
事業を効果的・効率的に実施するための提案がされているか。 ５点 

提案内容の実現性 実施方法が具体的で、実現性があるか。 ５点 

事業への理解・知

識 
事業内容及び目的に関する理解・知識が十分にあるかどうか。 ５点 

評価項目① 運行の安全性 

国土交通省による処分の状況及び重大事故の発生の状況（過去５年間） 

※重大事故とは自動車事故報告規則第２条の事故をいう。 
５点 

日常的に車両の点検や整備を行う整備管理体制が整っているか。 ５点 

適切な乗務割、労働時間を前提とした運転者の選任計画が立てられて

いるか。 
５点 

評価項目② 利用者の利便性 

バリアフリーの対応は整えられているか。 ５点 

運行技術の向上や接客について、研修や教育体制が整っているか。 ５点 

適切な苦情対応ができる体制を整えられているか。 ５点 

評価項目③ 緊急時の対応能力 

災害や事故が発生した際、即座に対応できる体制が整っているか。 ５点 

事故等が発生した際に、直ちに代替車両を配車できる準備が整ってい

るか。 
５点 

運休・遅延・迂回等が発生した際、市に速やかに情報提供できる仕組み

があるか。 
５点 

小計 65 点 

実務実施面 業務実施体制 

運行に必要なバス車両及びドライバーの確保ができるか。 ５点 
１０点 

業務の実施に必要な運行管理体制が整えられているか。 ５点 

路線バス運行の実績を十分に有しているか。 ５点 

市内企業 
綾部市内に、本店、支店、又は営業所を有する者であるこ

と。 

市内に営業所がある。 ５点 

５点 

市内に営業所がない。 １点 

価格点 満点（１５点）×（提案価格のうち最低価格／自社の提案価格） １５点 

小計 ３５点 

合計 １００点 
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